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高出力深紫外レーザー開発において、透過光学素子や非線形光学結晶の 2 光子吸収が高出力化

の障害となりうる。そこで、本研究では代表的な透過光学素子材料である CaF2を参考にしつつ、

深紫外光発生の有力な非線形光学結晶である KBe2BO3F2(KBBF)、CsLiB6O10(CLBO)の 2 光子吸収

係数を測定した。さらに、KBBFについては 2光子励起による螢光スペクトルを初めて観測した。 

光源には我々が開発した全固体真空紫外レーザー[1]を用いた。基本波の波長は 774 nm で、

LBO(LiB3O5)、KBBFを利用して 2倍波、4倍波に変換し、波長 193.5 nmの光を試料に照射した。

パルス時間幅は 0.4 ns(FWHM)であった。用いた試料は KBBF(厚さ 2.5 mm)、CLBO(厚さ 20 mm)、

CaF2(厚さ 7 mm)である。 

2 光子吸収係数 は入射光強度 I が十分弱い条件下において、結晶の透過率を T とすると、

d(1/T)/dI に比例することが知られている[2]。そこで、集光レンズで集光した 4倍波を試料に照射

し透過率 Tを測定した。波長 193.5 nmにおける集光レンズの焦点距離は、KBBFと CaF2において

は 123 mm、CLBOにおいては結晶長が大きいためややソフトフォーカス(246 mm)とした。コンフ

ォーカルパラメータは各々29 mm(H) x 10 mm(V)、115 mm(H) x 38 mm(V)で、試料長より十分長く

した。測定の結果、2光子吸収係数 は KBBFで 1.3 x 10-9 cm/W 、CLBOで 1.0 x 10-9 cm/W 、

CaF2で 0.8 x 10-9 cm/Wであった。 

レーザー照射による KBBFの螢光スペクトルを Fig. 1(a)に示す。波長 322 nm付近にピークを持

つ広帯域の発光で、CaF2によるもの(Fig. 1(b))より、やや長波長側にシフトしている。発光強度は

どちらも入射光強度の二乗に比例しており、2

光子螢光であることが示された。一方、CLBO

では 2 光子螢光に由来する発光は観測されなか

った。このことから、2光子螢光は結晶中の F2
-

分子イオンに捕獲された正孔が電子と形成する

自己束縛励起子による発光と考えられる。 
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Fig. 1 2光子螢光スペクトル (a)KBBF、(b)CaF2 
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